戦 の 日 は 近づく 



—— 昭和 X 年 三月、 帝都 郊外の 若き サラリ —マンの 

家庭 —— 

「まあ、 今日はお 帰りが 遅かった のネ」 

「うん フ ラフラになる 程 疲労れ ちまった よ」 

「やはり 会社の 御用で したの」 

「そうなん だ。 会社 は 東京の 電灯 を 点けたり、 電車 を 

動かしたり している だろう。 だか ら 若し 東京が 空襲 さ 



は、 ちょっと 戦闘機 も 昇って ゆきかね るし、 下から 高 

射 砲で 打とうと しても、 夜間の 事で うまく 発見して 覘 

い 撃つ こと も 出来ない という 訳で、 どこか 抜ける。 そ 

こ を、 たとえ 爆撃機の 五 台で も 六 台で も 入って くれば、 

これ はもう 可な りの 爆撃 力 を 持って いる 事な ど を 語つ 

た。 

「その 爆弾 をお とされる と、 丸 ビルの 十 や 二十 をぶ ち 

こわす 事なん ざ、 何でもない。 東京 は 見る見る うちに 

灰になつ てし まう だろう よ」 

き 

「敵の 大将の ような 憎らしい 口 を 利く のね。 その 爆弾 

は、 よほど 沢山 積んで くるの I 



「それ は 第 一 が 中華民国の 上海 とか 広東と かい つ た 

方面から。 第二 は 露西亜の ゥ ラジオから。 第三 は 太平 

洋 方面 あるいは アラスカ 方面から」 

「ま ァ、 どの 国 も、 日本 を 狙って いる 国ば かりなの ね _ 

しかし 本当に 戦争 は 起 つ て？」 

丁度 そのと き、 号外の 鈴が、 けたたましく 辻の 彼方 

から ひびいて きた。 

「オヤ」 
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-燈火 管 

- 偽装 遮 

SI 匿 斤 



警備 班 



雨が 降ろうと している の だ。 

「僕 は 洋服に 着換えて いよう」 

夫 は 妻 君の 方へ、 緊張し きった 面 を 向けた のだった。 



来 露 中からの 空襲 計画 



—— 昭和 X 年、 某国 某所の ナイト • クラブの 一 室に 

て —— 



「ねえ ジョン。 お前さん、 いよいよ 出掛ける のかい」 

女 は 男の 膝の 上で 突然に 尋ねた。 

ユナイテッド . ステ— ッ 

「そうさ、 メアリ— よ。 もう 命令 一 つで、 五 n が 国 

にお さらば だよ」 

「大丈夫？ 日本の 兵士 達 は 強いと いう じ やない の」 

「なに 心配 はいらない。 いくら 強くても、 わが国の 飛 

行 機の 優秀 さに はかなわない よ。 ボ— イング 機、 力— 

チス 機、 ダグラス 機、 こんなに 優秀な 飛行機 は、 世界 

中 探した つて どこに もない。 そして 乗り手 は、 この 

ジョン 様 だもの、 日本 を 粉砕す るなん ざ、 わけはない 

さ」 



「アラスカから も 行く とも。 飛行場 は ゥンと 作って あ 

るから ね。 千島 群島から、 北海道 を 経て、 本州へ 攻め 

て ゆく の だが、 ブロム リ ー 中尉、 ハ— ンド— ン、 バン 

グボ ー ン両 君、 わが リンド バ— ク 大佐、 などと いう 名 

パイロットが 日本へ 行って、 よく 調べて 来て あるんだ。 

今に その 人達の 知識が 素晴らしく 役に立つ ときが 来る 

の だよ」 

「ほう。 何て 勇ましい、 あの人た ちの 働きでしょう」 

「日本 だけで はない、 中国へ も 行って、 調べて ある。 

ロバ— ト. ショ— トは 上海 で 死んだ が、 リンド バ ー ク 

大佐 は 残念が つて いられる。 大佐 は 中国まで 行って、 



—— 昭和 X 年 四月、 九州 福 岡の 三 郎君の 家庭 I 

「兄さん、 今夜 はお 家へ 泊って いっても いいので しょ 

う」 

「三郎 ちゃん。 いつ 中国の 飛行機が この 北 九州へ 襲来 

する かわからない ので ネ。 兄さん は 今日は 泊れ ない の 

だよ」 

「そう。 つまん ない なァ。 泊って 呉れる と、 僕 もっと 

もっと 日本の 空軍の 話 を、 兄さんに 聞 くんだ けれどな 



「ああ、 大きい 坊ち やま。 今、 お 電話が ありまし たよ- 

『至急 帰隊 セョ』 というお 達しで ございます」 

「そうか、 ょォ し」 と 立ち あがる。 

「兄さん、 空中戦が 始まる のです か」 

「そうだ。 北 九州の 護り は、 今のところ、 日本に とつ 

て 一番 重要なん だ。 ここ を 突破し なけり や、 中国大陸 

からい くら 飛行機 を 送って きても 駄目 だ。 今夜 か 明日 

ぐらいに、 また 面白い 射的 競技が 見られる という もの 

さ」 



帝都 突如と して 空襲 さる 

—— 昭和 X 年 五月、 上野 公園 高射砲 陣地に 於て —— 

「今夜 は、 どうやら やつ てく るよう な 気がして ならん」 

と 高射砲 隊長 の K 中尉が つぶやいた。 

「やってく ると 申します と …… 」 今日 着任した ばかり 

の 候補生が 訊き かえした。 「敵機 襲来なん です か？」 

「うん」 K 中尉 は、 首 を 上下に 振った。 

「俺の 第六感 は 外れた ことがない の だ。 それにしても、 
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ところが 飛行隊 だが、 命令 一 下 直ちに 戦闘機 は 舞い 

上って 前進し、 そこで 空中戦 を 行う の だ」 

「その内 側が、 われわれ 高射砲 隊で すか」 

「その 通り だ。 大 東京の 外廓 以内に、 到る ところ、 高 

射 砲 陣地が ある。 ことに この 上野 公園の 高射砲 陣地 は、 

もっとも 帝都の 中心 を扼 する 重要なる 地点 だ。 われ 等 

の 責任 は 重い ぞ」 

そう 云って K 中尉 は、 天の一角 を 睨んだ。 漆 を融か 

さ つき やみ 

したよう な 皐月 闇の 空に、 怪 鳥の 不気味な 声で ギヤ ァ 

ギヤ ァと 聞え た。 

そこへ バ タパ タと 靴音が し て 、 伝令 兵が 飛ん できた。 



「隊長 どの、 警報 電話であります」 

「警報 かッ」 中尉 は 鸚鵡が えしに 叫んだ。 

r 大宫 聴音 隊発 警報」 

「ゥ ム」 

「本隊 は 午前 三時 十五 分に 於いて、 北より 西に 向いて 

ぎょうかく 

水平 角 七十 二度、 仰角 八十 度の 方向に、 敵機と 認めら 

るる 爆音 を 聴取せ リ。 終り」 

「御苦労」 

伝令 はバ タパ タ と龃け て 向う へ 行った。 

聴音機 は 殆んど 頭上 を 指して いる わけ だから、 聴音 

機の 利く 距離 を 二十 キロと して、 敵機 はずい ぶんの 高 



度 をと つて 飛んで いるもの らし い。 

すると また 直ぐに、 別の 伝令が 靴音 も 高く 飛んで き 

た。 

「隊長 どの、 警報 電話であります」 

「うむ」 

「大宫 聴音 隊発 警報、 本隊 は 午前 三時 一 一十 分に おいて、 

北より 西に 向いて 水平 角 六十 九 度、 仰角 八十 度の 方向 

に、 敵機と 認めら るる 爆音 を 聴取せ リ。 終リ」 

「うむ、 御苦労」 

計算器 を 合わせて いた M 曹長 は、 顔 を あげて 叫んだ。 

「隊長 どの、 唯今の 報告に 基き 計算 致します と、 敵機 



の 進行 方向 は 東南東であります」 

その 声の 終る か 終らぬ うちに、 浦 和の 聴音 隊 からの 

警報が やって来た。 M 曹長 は 図 盤の 上に ひろげた 地図 

に、 刻々 の 報告から 割り だした、 敵機の 進路 を 赤 鉛筆 

でしる していった。 

「高射砲 兵員、 配置に つけ ッ」 

K 隊長 は 緊張に 赭 らんだ 頰に、 頤紐を かけた。 



mmn 卜 ふ' 限 な 射 砲の 偉力 
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兵員 は、 急速に 高射砲 列の 側に 整列した。 命令 一 下、 

高射砲 は 一 斉にグ ルリと 旋回して 砲口 を 真北に むき か 

えた。 

どうかん やま 

真近 い 道灌山 の 聴音 隊 から も、 ただいま 敵機の 爆音 

が 入った としら せて きた。 敵機 は 折からの 闇夜 を 利用 

しいつ の 間に か 防空 監視 哨の 警戒線 を 突破し、 秩父山 

脈 を 越えて 侵入して きた ものら しい。 立 川 飛行 連隊の 

戦闘機 隊 はすで に 出動して いる 害だった。 

「オイ、 候補生。 来襲した 敵機と いうの は どこの 飛行 

機 だか、 わかる かネ」 K 隊長 は、 綽 々 たる 余裕 を 示 

して 候補生 をから かった。 



昭和 X 年 十一月、 帝都の 新興 街、 新 宿 附近に て 



「純ち やん。 まだ 云って 来ない ネ」 

少年団の 天幕の 中に、 消灯 用の 竿竹 を 握って いる 少 

年が 云った。 

「もう 来る 時分なん だが …… 」 と 相手の 少年 は 云った。 

「でも 来ない 方が いいよ、 そうじゃ ないか 太郎 ちゃん」 

「警戒 管制が 出てから、 もう 一日 以上 経った ね」 



角に、 耳を澄ませた。 

「丸の 内方 面ら しい」 

弾かれた ように 群衆 は どっと 雪崩 をう つて、 爆弾の 

落ちた と は 反対の 方に 走り だした。 その 時だった。 

ど ど ど、 ど ど— ン、 ぐ わ— ン、 う ー ン。 

. — 、ン +6 ま， td ： — ン 

つるべ らい 

釣瓶う ちに、 百雷の 崩れお ちる ような 物凄い 大 音響 

がした。 パッと 丸の 内方 面が 明るくな つたと 思う と、 

毒々 しい 火焰が メラ メラと 立ちのぼり 始めた。 米国 空 

軍の 爆撃 隊が、 その 得意と する 爆弾の 連続 投下 を 決行 

したの だ。 



、VT / 、 、、ゝ / o 

力— 、 ノ 力— ヽン 

それに つづいて、 爆裂し そこなった ような、 やや 調 

子 はずれの 爆音が、 向う の 街角に した。 なんだか、 ば 

かに 白い 煙の ような ものが モャ モャと 立ち 昇った よう 

であった。 

近所に 消防 自動車が いたらし く、 手 廻し の サイレン 

が、 う ゥぅゥ う ゥぅゥ う ー ゥと 鳴り 出した。 

ピリ ピリ ピリ ピリ。 

振 笛が 響く。 

「ど、 ど、 毒 瓦斯が ァ ー ッ」 

「毒 瓦斯が 来た ぞォ」 



予備将校 らしい のが、 蜻 蛤の 化物の ような 防毒 マス 

クを 腰から 外しな が ら 、 勇敢な る 団員た ち に 注意 を 発 

した。 

その 向う の 角 を 入る と、 屋根の 低い 町家が 並び 立つ 

ていた。 この 狭い 路地に は、 逃げ 遅れた 避難民が、 あ 

ちらで もこ ちらで も、 仰向けに ひっくりかえ つていた- 

皆が いいあわし たように 咽喉へ 両手 を かけて、 もがき 

死んで いる。 その 側に は、 立派な 獵犬シ エバ— ドが、 

同じような 向きに 斃れ ている。 赤 ン坊を 背負った 若い 

内儀さん が、 裾 を はだけ て 向う から 龃け てきた。 その 

あとから 小さい 黒い 影が 一 つ、 追ってく る。 



最後の 勝利者 

—— 昭和 X 年 十一月、 焼 土の 上に て II 

「よく まァ、 めぐりあえて、 あたし …… あたし …… 」 

「うん、 うん。 お前 もよ く、 無事で …… 」 

灰になった 家の 前で 二人 は 抱きあって いた。 そこ は 

嘗て、 彼等が 平和な 家庭生活 を 営んで いた その 地点 
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